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【最近10年間の主な活動内容】(業績または活動内容) ※アドバイザー登録同時

地域、国内外の、防災日環境保全・地域再生等の分野で、学識者、NPO代表
として、流域管理の視点による支援日実践活動をおこなつた。
町田市では、北部丘陵アクションプラン策定に参加し、自然環境の保全日活
用の促進支援。鶴見川流域では、水マスタープラン推進のための計画、調!

査、実践支援。
神奈川県三浦市の小網代の森では、保全B利活用に関わる計画田実践。
川崎市高津区、横須賀市では、自然環境の保全・防災“活用計画の支援。
横浜市港北区では、小流域水土砂災害危険地の予備調査ならびに自力防
災努力の提案と研修指導b
北海道網走川流域、長崎県佐々町における流域連携による地域再生への
アドバイス。
フィリピンHoHo市では、水害多発地域の防災文化推進のための地元大学、
行政支援などと

【自己PR】

生態学専攻(理学博士)。 流域ランドスケープを基本とする自然共生型都市
再生論を準拠理論として、地域レベルの保全口活用・防災の計画・実践に、学
識者、NPO代表として参与してきた。
ホTムグラウンドは、全国有数の水害多発地域を擁し、水質汚染日自然環境
保全で多くの課題を抱える一級水系鶴見川の流域。1996年～2001年には、
環境省主導のもと「生物多様性保全モデル地域計画(鶴見川流域)」が実施さ
れ、他方、建設省・国土交通省主導のもと、地域全自治体の参与する総合治
水対策(第二次流域整備計画:1990年～)、 水マスタープラン(2004年ん)も実
施されてきた。環境省、国土交通省の関連委員として、また、流域連携をすす
める市民ネットワークの代表として、私はこれらの基本事業推進に当初から参
与し、過去、現在、今後の流域諸課題を熟知する立場にある。鶴見川流域外
での活動は、上記に示した通りである。
これらと並行する形で、横浜市、町田市、川崎市高津区などにおいて、環境
保全・防災に関連する将来計画の策定、民間の土地区画整理事業における
公園整備等への専門的・実務的なアドバィスも行つてきた。    、
以上の経験をもとに、大、中、小規模 (谷戸、里山スケール)にわたる自然共
生型地域再生に多様な分野で、今後とも貢献が可能と考えている。特に居住
地でもある町田市北部丘陵地域再生については 地ヽ形や保全開発の経緯を
熟知していることもあり、規模にかかわらず有益なアドバイスができると考え
ている。
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